
令和６年第３回定例会
会期　９月６日～９月25日

議案に対する質疑 ･討論……　４
委員会審査報告………………　５
市政に対する一般質問………　７

高萩市議会
ホームページ

NO.181
2024.11

議会だより議会だより
た か は ぎ

秋山幼稚園運動会



令和６年第３回定例会に提出された議案等
事件
番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

報　 告
第 12 号

専決処分の承認を求めることについ
て（令和６年度高萩市一般会計補正
予算（第２号））

歳入歳出予算に、2億 2,157 万円を追加
したもの。定額減税調整給付金給付経費。 原案承認

（全員賛成）

報　 告
第 13 号

専決処分の報告について（損害賠償
の額の決定及び和解について）

公用車を相手方所有の塀に接触し、損害を
与えたもの。 ―

報　 告
第 14 号

令和５年度高萩市一般会計継続費精
算報告書について

土地評価資料作成経費及び高萩・北茨城広
域事務組合一般廃棄物処理施設建設事業
費負担金の終了に伴い、継続費の精算を報
告するもの。

―

報　 告
第 15 号

高萩市健全化判断比率について 実質公債費比率　7.5％
将来負担比率　　28.0％ ―

報　 告
第 16 号

高萩市資金不足比率について 水道事業会計　　　　なし
工業用水道事業会計　なし ―

議　 案
第 48 号

高萩市教育委員会の委員の任命につ
いて

増子惠美氏が任期満了となるため、再任に
ついて、議会の同意を求めるもの。

原案同意
（全員賛成）

議　 案
第 49 号

高萩市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準の一部改正に伴い、保育
施設等の運営に関する重要事項等のホーム
ページ掲載の義務化等の追加を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 50 号

高萩市国民健康保険条例の一部改正
について

行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の一部を
改正する法律の施行に伴い、本条例におけ
る国民健康保険法の引用箇所の条項ずれ及
び文言の整理を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 51 号

茨城租税債権管理機構規約の変更に
ついて

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法
律の施行に伴い、森林環境税は令和６年度
より、個人住民税均等割の賦課徴収と併せ
て市町村が賦課徴収することとなったこと
から、規約の変更について協議するもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 52 号

上君田辺地総合整備計画の変更につ
いて

市道 213号線道路改良の事業費の変更に
伴うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 53 号

令和６年度高萩市一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出予算に、1億 7,430 万 1千円を
追加するもの。斎場施設整備事業の追加等。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 54 号

令和６年度高萩市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に、50万 2千円を減額する
もの。国民健康保険事業費納付金の減等。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 55 号

令和６年度高萩市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に、55万 6千円を追加する
もの。後期高齢者医療広域連合納付金の増。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 56 号

令和６年度高萩市介護保険事業特別
会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に、1億 4,952 万 7千円を
追加するもの。国県支出金及び支払基金超
過交付返還経費の増等。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 57 号

令和６年度高萩市水道事業会計補正
予算（第１号）

収益的支出を801万 7千円減額するもの。
人事異動に伴う人件費の減。

原案可決
（全員賛成）
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事件
番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

議　 案
第 58 号

令和６年度高萩市工業用水道事業会
計補正予算（第１号）

収益的支出を191万６千円減額するもの。
人事異動に伴う人件費の減。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 59 号

令和５年度高萩市一般会計歳入歳出
決算認定について

歳入137億 6,776万 7,623円
歳出129億 8,774万 5,499円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 60 号

令和５年度高萩市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

歳入29億 3,698万 2,969円
歳出28億 8,227万 672円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 61 号

令和５年度高萩市後期高齢者医療
事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入4億 4,258万 7,125円
歳出4億 4,203万 1,465円 原案可決

（全員賛成）

議　 案
第 62 号

令和５年度高萩市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算認定について

（保険事業勘定）
歳入28億 2,221万 52円
歳出26億 7,099万 4,092円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 63 号

令和５年度高萩市霊園事業特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入1,810万 380円
歳出1,584万 6,655円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 64 号

令和５年度高萩市水道事業会計決算
認定について

収益的収入6億 9,513万 1,164円
収益的支出5億 7,463万 1,944円
資本的収入1億 9,255万 7千円
資本的支出3億 7,324万 2,981円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 65 号

令和５年度高萩市工業用水道事業会
計決算認定について

収益的収入2億 671万 3,797円
収益的支出1億 5,186万 9,534円
資本的収入1,730万円
資本的支出1億1,601万 2,215円

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 66 号

高萩市水道事業会計利益の処分につ
いて

令和５年度末未処分利益剰余金残高１億
8,742 万 5,717円のうち6,500 万円を減
債積立金に積立て、１億1,031万 4,491
円を自己資本へ組み入れる。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 67 号

高萩市工業用水道事業会計利益の処
分について

令和５年度末未処分利益剰余金残高8,218
万 8,122円のうち2,500 万円を減債積立
金に積立て、3,576 万 4,894 円を自己資
本へ組み入れる。

原案可決
（全員賛成）

議員の派遣について 茨城県市議会議長会が主催する議員研修
会へ派遣するもの。

原案可決
（全員賛成）

意見書案
第 １ 号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書の提出について

今回提出された請願の採択により、議会と
しての意見書を政府に提出するもの。 原案決議

（全員賛成）

決 議 案
第 １ 号

大平望議員に対し本会議で謝罪を求
める決議の提出について

大平望議員のＳＮＳでの発信は、本市議会
の威信を失墜させ、議員としての適性に欠
けるものであることから、その責任を厳し
く問うとともに、反省と本会議での謝罪を
求めるため、決議するもの。

原案決議
（全員賛成）

提出された議案等について、内容の詳細は、議会事務局で閲覧できます。
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坪
和　
久
男　
議
員

質
問　
市
営
駐
車
場
防
犯
カ
メ
ラ
借
上

料
15
万
２
千
円
の
補
正
内
容
を
伺
い�

ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
本
駐
車
場
に
は
、
駐

車
料
金
の
精
算
機
が
存
在
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
利
用
す
る
方
の
安
全
・

安
心
感
の
向
上
と
、
ま
た
、
防
犯
対
策

強
化
の
た
め
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

質
問　
農
業
用
施
設
管
理
経
費
修
繕
料

６
８
５
万
円
の
補
正
内
容
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
水
路
の
目
地
切
れ
等

に
伴
う
修
繕
、
農
道
の
路
肩
の
崩
れ
等

に
伴
う
修
繕
、
取
水
堰
の
破
損
に
伴
う

修
繕
に
要
す
る
経
費
で
す
。

質
問　
中
山
間
地
域
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
費
補
助
金
４
２
０
万
７
千
円
の

補
正
内
容
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
平
坦
地
に
比
べ
生
産

条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
中
山
間
地
域
の

議
案
第
53
号　
令
和
６
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

大
平　
　
望　
議
員

質
問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

補
助
金
の
補
正
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
国
の
児
童
手
当
制
度

の
拡
充
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
自

治
体
が
業
務
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を
行

う
場
合
に
必
要
と
な
る
臨
時
的
な
経
費

に
つ
い
て
、
助
成
が
行
わ
れ
る
。
歳
出

予
算
に
計
上
し
て
あ
る
児
童
手
当
経
費

に
対
す
る
10
分
の
10
の
補
助
金
と
な
る
。

質
問　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
体
制
整

備
委
託
金
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
委
託
金
の
目
的
は
部
活
動

の
地
域
移
行
に
関
す
る
も
の
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
含
む
運
営

団
体
等
の
体
制
整
備
、
指
導
者
の
確

保
、
参
加
費
用
負
担
へ
の
支
援
等
に
関

す
る
実
証
事
業
を
実
施
し
、
国
に
お
い

て
事
業
成
果
の
普
及
に
努
め
る
と
と

も
に
、
全
国
的
な
取
組
を
推
進
す
る�

も
の
。

対
象
競
技
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
団

体
等
で
あ
り
、
そ
こ
に
所
属
す
る
生
徒

が
対
象
と
な
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
系
の
大
学
生
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
等

を
含
む
ア
ス
リ
ー
ト
人
材
等
の
活
用
と

し
て
、
早
稲
田
大
学
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
と
連
携
し
た
地
域
ク
ラ
ブ

の
拡
充
を
図
る
予
定
。

賛
成
討
論　
今
川　
敏
宏　
議
員

高
萩
市
議
会
基
本
条
例
第
４
条
第
３

項
に
は
、
議
会
は
、
請
願
及
び
陳
情
を

市
民
の
政
策
提
案
と
し
て
受
け
止
め
…

と
あ
り
、
市
民
の
大
き
な
権
利
で
す
。

本
来
為
政
者
が
取
り
組
む
べ
き
、
市
民

の
安
全
、
福
祉
向
上
な
ど
の
政
策
立
案

を
、
市
民
が
署
名
を
集
め
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
常
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

激
減
し
て
い
る
状
況
と
は
真
逆
の
行
動

を
起
こ
し
た
と
も
思
え
ま
す
。
現
在
高

萩
市
は
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定
住
支

援
に
も
力
を
入
れ
予
算
を
つ
け
て
ま
す

が
、
陳
情
者
住
民
は
、
自
力
で
高
萩
市

に
住
ん
で
く
れ
て
お
り
、
私
は
称
賛
と

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

こ
の
陳
情
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

１　
陳
情
者
は
善
良
な
市
民
で
、
陳
情

内
容
は
純
朴
な
願
い
で
あ
り
、
子

供
の
安
全
と
生
活
環
境
の
被
害
か

ら
の
改
良
で
あ
り
、
不
当
な
も
の

で
は
な
い

２　
陳
情
内
容
に
農
道
や
市
道
に
関
す

る
要
項
は
な
い

３　
こ
の
陳
情
採
択
に
よ
り
、
今
後
の

農
道
管
理
に
影
響
す
る
も
の
で
は

な
い

休
耕
水
田
を
畑
地
へ
転
換
し
、
休
耕
水

田
の
解
消
及
び
営
農
規
模
の
拡
大
を
図

る
も
の
で
す
。

田
所　
和
雄　
議
員

質
問　
高
萩
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
２�

６
８
万
４
千
円
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

と
補
正
後
の
残
高
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　
当
初
予
算
で
は
科
目

存
置
と
し
て
１
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
補
正
後
の
残
高
は
、
２
６
８
万
５�

千
円
で
す
。

質
問　
本
年
度
の
目
標
金
額
、
目
標
件

数
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　
年
間
で
１
億
円
と
し

て
お
り
、
４
千
件
が
目
標
で
す
。

質
問　
ふ
る
さ
と
納
税
が
多
く
な
る
時

期
を
伺
い
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
例
年
、
年
末
に
か
け

て
約
８
割
の
寄
附
が
集
中
し
ま
す
。

質
問　
旧
中
央
公
民
館
解
体
工
事
実
施

設
計
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い�

ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
中
央
公
民
館
機
能
の

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
に
よ

り
、
用
途
廃
止
と
な
っ
た
旧
中
央
公
民

館
の
解
体
に
係
る
も
の
で
す
。
敷
地

面
積
は
２
千
㎡
で
、
建
物
は
本
体
及

び
倉
庫
等
を
含
め
た
３
棟
で
、
延
べ

１
１
２
４
㎡
で
す
。

陳
情
第
３
号　
子
供
た
ち
の
安
全
と

住
環
境
の
改
良
を
求
め
る
陳
情
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委
員
会
審
査
報
告

予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
事
業

内
容
は
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
設
備
と
非
常

用
発
電
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
外
の

設
置
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
、
そ
の
工
事
に
付
随
し
た
土
工
事
及

び
基
礎
工
事
、
あ
と
は
配
線
に
よ
る
電

気
工
事
と
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
工
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

９
月
18
日
、
19
日
、
20
日
、
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
９
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

〇
令
和
５
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問　
総
務
管
理
費
が
前
年
比
で
３
億
７�

５
１
５
万
７
千
円
、
25
・
７
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

主
な
要
因
と
し
て
２
点
あ
り
ま

す
。
１
点
目
は
、
財
政
事
務
費
が
１
億�

６
９
６
６
万
１
千
円
の
減
と
な
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
令
和

４
年
度
に
減
債
基
金
へ
２
億
円
積
み
立

て
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の
積
立
額

は
３
７
０
５
万
３
千
円
と
な
り
、
基
金

へ
の
積
立
金
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
で

９
月
17
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
、
陳
情
２
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

〇
令
和
６
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問　
旧
中
央
公
民
館
解
体
工
事
実
施
設

計
委
託
料
３
７
０
万
３
千
円
に
つ
い

て
、
い
つ
解
体
が
終
わ
る
の
か
伺
う
。

答　
解
体
工
事
の
実
施
時
期
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
回
計
上
し
て
い
る
解
体
工

事
実
施
設
計
に
よ
り
、
工
事
内
容
、
期

間
、
費
用
等
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

問　
解
体
工
事
後
、舗
装
は
す
る
の
か
。

答　
跡
地
は
、
市
民
体
育
館
等
の
駐
車

９
月
13
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
１
件
、
議
案
７
件
、
請
願
１
件

の
審
査
を
行
っ
た
。

〇
令
和
６
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問　
斎
場
施
設
整
備
事
業
の
斎
場
受
変

電
設
備
・
非
常
用
発
電
設
備
更
新
工
事

請
負
費
３
８
０
５
万
５
千
円
に
つ
い

て
、
補
正
す
る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
高
圧
受
変
電
設

備
及
び
非
常
用
発
電
設
備
の
設
置
に
よ

る
工
事
で
す
。
非
常
用
発
電
設
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
斎
場
建
設
時
の
昭
和
62

年
か
ら
の
機
器
で
、
約
37
年
間
経
過
し

て
お
り
、
今
後
、
修
繕
対
応
備
品
の
供

給
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
た
に
発
電
機
を
設
置
し
、
非

常
時
の
円
滑
な
業
務
の
遂
行
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
高
圧
受
変

電
設
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
斎
場
建
設

時
か
ら
の
設
置
機
器
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
発
電
機
と
併
せ
て
、
今
回
、
斎

場
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
補
正

総
務
産
業
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

４　
こ
の
陳
情
は
、
採
択
が
直
ち
に
実

行
さ
せ
る
予
算
審
議
で
は
な
い

５　
議
会
は
市
民
の
願
い
や
可
能
性
を

理
解
す
る
の
か
切
り
捨
て
る
の
か

賛
成
討
論　
藤
橋　
　
隼　
議
員

令
和
元
年
に
建
築
基
準
法
が
改
正
さ

れ
、
接
道
義
務
の
例
外
と
し
て
農
道
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
農
道
に
面
し

た
宅
地
開
発
が
増
え
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
。
農
道
が
生
活
道
路
と
し
て

機
能
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
維
持
補
修

は
管
理
者
の
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

が
協
力
し
て
日
常
的
な
維
持
管
理
を
行

う
一
方
で
、
舗
装
や
側
溝
の
修
理
な
ど

は
管
理
者
が
対
応
す
る
実
例
が
他
の
自

治
体
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
農
道
の
維
持
補
修
に
つ
い

て
明
確
な
規
定
は
な
く
、
従
来
の
方
法

に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
口
減
少
時
代
に
合
わ
せ
て
判
断
基
準

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
該
地

区
は
都
市
計
画
区
域
内
で
か
つ
既
に
15

世
帯
が
住
ん
で
お
り
、
農
道
が
生
活
道

路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陳
情
者
は
地

域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
現

実
的
な
改
善
を
求
め
て
お
り
、
大
が
か

り
な
事
業
で
は
な
く
、
現
実
的
な
対
策

が
必
要
で
す
。
農
道
舗
装
を
検
討
す
る

こ
と
は
、
本
市
の
未
来
に
向
け
た
市
民

の
重
要
な
政
策
提
案
で
す
。

場
と
し
て

利
用
を
予

定
し
て
い

ま
す
が
、

整
地
の
方

法
に
つ
い

て
は
、
検

討
中
で

す
。

旧中央公民館
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事件番号 件　　　　名 結　果
陳情第３号 子供たちの安全と住環境の改良を求める陳情 採　択

請願第４号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書採択を求める請願 採　択

陳情第５号
消防本部の事務組合化に伴い、無理して消防団ポンプ操法大会へ出
場している状態を考慮した棄権・廃止の判断、近年の災害教訓から
現実的な訓練・活動への改善、21か所もの分団詰所の在り方など、
持続可能な消防団活動の話合いを求める陳情

採　択

請願・陳情の審議結果

す
。
２
点
目
は
、
令
和
４
年
度
に
物
価

高
騰
対
策
な
ど
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
実
施
し
た
事
業
の
減
で
す
。
主

な
事
業
と
し
て
は
、
た
か
は
ぎ
生
活
応

援
ク
ー
ポ
ン
発
行
経
費
、
高
萩
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
経
費
が
皆
減
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

問　
明
る
い
街
並
み
推
進
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
自
治
会
等
が
管
理
す
る
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
令
和
５
年
度
末

ま
で
の
移
行
率
は
。

答　
平
成
29
年
度
の
制
度
発
足
時
、
自

治
会
等
が
保
有
す
る
防
犯
灯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
約
２
千
基
と
推
計
し
て
い
ま

し
た
。
７
か
年
合
計
で
１
５
１
９
基
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
て
お
り
、
移
行
率

は
75
・
95
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
社
会
福
祉
費
が
前
年
比
で
５
億
４

０
９
８
万
５
千
円
、
24
・
２
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
１
点
目
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

物
価
等
高
騰
対
策
支
援
経
費
で
２
億
９

９
９
８
万
６
３
７
８
円
、
２
点
目
は
、

中
央
公
民
館
機
能
移
転
に
伴
う
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
等
改
修
事
業
１
億

６
９
１
４
万
２
９
０
円
、
３
点
目
は
、

た
か
は
ぎ
シ
ニ
ア
生
活
支
援
事
業
経
費

３
４
６
４
万
７
８
７
６
円
、
こ
れ
ら
の

事
業
で
、
増
額
全
体
の
93
・
２
％
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

問　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
母
子
保
健
型
）
の
事
業
経
費
に
つ
い

て
、
相
談
の
実
人
数
を
伺
い
ま
す
。

答　
電
話
相
談
延
４
４
７
件
の
実
人
数

は
、
妊
婦
23
件
、
産
婦
17
件
、
乳
児
47

件
、
幼
児
１
１
５
件
、
幼
児
の
保
護
者

21
件
で
す
。
来
所
相
談
延
39
件
の
実
人

数
は
、
妊
婦
２
件
、
産
婦
４
件
、
乳
児

11
件
、
幼
児
11
件
、
幼
児
の
保
護
者
６

件
で
す
。
訪
問
相
談
延
30
件
の
実
人
数

は
、
妊
婦
１
件
、
産
婦
３
件
、
乳
児
12

件
、
幼
児
８
件
、
幼
児
の
保
護
者
２
件

で
す
。

問　
林
道
小
山
線
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　
林
道
の
起
終
点
の
出
入
り
箇
所
に

バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
、
平
常
時
は
鍵

を
か
け
て
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

問　
工
事
完
了
に
よ
り
、
全
面
的
に
通

行
可
能
に
な
っ
た
の
か
。

答　
通
行
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
通
常
は
閉
鎖
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
利
用
者
で
あ
る
林
道
沿
線
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
に
は
、
予
約
時

に
鍵
の
開
け
方
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歩
く
こ
と
に
関
し
て
は
制
限
し
て

い
ま
せ
ん
。

議員賛否一覧（議案等に対して賛否の分かれたものを掲載）
○＝賛成（採択）　●＝反対（不採択）

議員名
（議席順）

事件番号

大
平　
望

畠
山
結
樹

髙
久
聡
至

藤
橋　
隼

坪
和
久
男

渡
辺
悦
夫

我
妻
康
伸

八
木
陽
子

大
森
要
二

田
所
和
雄

菊
地
正
芳

吉
川
道
隆

今
川
敏
宏

寺
岡
七
郎

審
議
結
果

陳情第３号 ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ 棄
権 ○ ※ 採

択

陳情の件名は上表「請願・陳情の審議結果」をご覧ください。
※採択することに対し、賛成と反対が同数のため、議長裁決により採択となりました。
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質
問　
内
閣
府
に
よ
る
と
生
産
人
口
と

高
齢
者
人
口
が
逆
転
し
労
働
力
不
足
に

な
り
、
総
人
口
に
占
め
る
労
働
人
口
が

44
％
ま
で
低
下
す
る
そ
う
で
す
。
現
在

の
本
市
の
財
政
状
況
を
伺
い
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
人
口
減
少
に
よ
り
財

源
確
保
が
非
常
に
困
難
が
続
く
中
、
物

価
高
騰
や
社
会
保
障
経
費
の
増
加
、
学

校
建
設
事
業
や
施
設
老
朽
化
の
対
応
、

ま
た
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
大
き
な
負
担

が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
備
え
た
財
政

運
営
が
必
要
で
す
。

質
問　
２
０
４
５
年
度
の
労
働
力
人
口

と
個
人
市
民
税
の
収
入
見
込
み
額
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
長　
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
で
示
し
て
い
る
生
産
年

齢
人
口
及
び
老
年
人
口
は
１
万
５
７
４

５
人
で
す
。
個
人
市
民
税
の
見
込
み
額

は
約
７
億
８
千
万
円
程
度
に
な
り
ま

す
。
令
和
４
年
度
と
比
較
す
る
と
約

37
％
減
の
見
込
み
で
す
。

質
問　
平
成
７
年
と
令
和
５
年
の
市
税

を
比
べ
る
と
一
人
当
た
り
３
万
円
近
く

負
担
が
増
え
、
物
価
高
騰
を
考
え
る
と

市
民
生
活
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

財
政
状
況
の
見
通
し
の
資
料
に
よ
る

と
、
令
和
９
年
度
に
７
億
７
８
０
０
万

円
の
不
足
金
が
予
想
さ
れ
、
ど
こ
か
ら

行
政
改
革
に
取
り
組
む
か
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

市
長　
今
行
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
老
朽
化
し

た
施
設
を
集
約
し
皆
様
が
よ
り
豊
か
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
投
資
と
緊
縮
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
た
財
政
運
営
を
し
て
き

ま
し
た
。
社
会
保
障
経
費
の
増
加
や
施

設
の
老
朽
化
対
策
に
よ
る
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
進
み
ま
す
が
、
学
校
施
設
や

駅
周
辺
の
再
整
備
な
ど
将
来
の
た
め
の

事
業
は
着
実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
よ
る
学
校
建
設

と
財
政
に
対
す
る
考
え
方

八
木
陽
子

�

議
員

質
問　
令
和
５
年
度
の
収
支
状
況
を
伺

い
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
実
質
単
年
度
収
支
額

は
２
８
０
３
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問　
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
行
財
政
健
全
化
に
着

実
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向
か
っ
て
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問　
本
年
度
の
海
水
浴
場
運
営
委
託

料
７
５
０
万
５
千
円
の
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
本
年
度
は
、
水
上
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
や
超
砂
場
ラ
ン
ド
な
ど
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
、
Ｓ※１
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
情
報
発
信
を
拡
充
す
る
こ
と
な
ど
し

た
結
果
、
昨
年
度
３
７
０
１
人
で
あ
っ

た
入
り
込
み
客
数
が
、
１
万
９
６
１
人

と
約
３
倍
と
な
る
な
ど
、
十
分
な
効
果

が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
長　
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

本
市
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
一
定
の
経
済

効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。今
後
も
、海
に
対
す
る
観
光
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
経
済
効
果

の
創
出
と
市
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

要
望　

地
域
資
源
で
あ
る
海
を
活
用

し
、
新
た
な
取
組
を
行
い
、
誘
客
を
図

る
こ
と
は
大
賛
成
で
す
の
で
、
民
間
事

業
者
を
も
っ
と
参
入
さ
せ
、
さ
ら
な
る

取
組
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て

財
政
状
況
に
つ
い
て

海
水
浴
場
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

渡
辺
悦
夫

�

議
員

高萩海水浴場

ウォーターアスレチック

※ 1…12ページの用語解説をご参照ください。
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質
問　
現
在
、
高
萩
市
は
高
齢
化
、
少

子
化
、
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、
高
齢
と
な
り
日
々
の

生
活
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
な
れ

ば
、高
齢
者
が
共
同
で
入
る
共
同
住
宅
、

施
設
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
高

萩
市
に
あ
る
そ
の
高
齢
者
向
け
の
施
設

は
、
足
り
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
待
機

者
は
い
な
い
か
ど
う
か
。
介
護
認
定
を

受
け
な
く
て
も
入
れ
る
入
居
施
設
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
長　
市
内
に
は
介
護
保
険

法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
高
齢
者
向
け

入
居
施
設
は
、３
種
類
の
施
設
が
あ
り
、

１
つ
目
は
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
、
高
齢
者
を
入
居
さ
せ
、
日
常
生
活

上
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

と
な
り
、
３
施
設
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の

高
齢
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
１
施
設
あ

り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
、

独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
る

方
や
、
身
体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ

る
方
で
家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
、
低
額
な
料
金
で

食
事
の
提
供
、
そ
の
他
日
常
生
活
上
の

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
施
設
で

１
施
設
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
の
施
設

の
入
居
状
況
は
、
こ
れ
ら
５
つ
の
施

設
で
定
員
合
計
１
１
８
人
の
と
こ
ろ
、

１
１
１
人
が
入
居
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
入
居
待
機
者
は
、
合
計
で
11
人

お
り
ま
す
。

質
問　
市
管
理
の
経
費
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
道
路
、
学
校
、
そ
の

他
の
施
設
の
合
計
約
９
４
４
０
万
円�

で
す
。

高
齢
者
政
策
に
つ
い
て

樹
木
・
草
の
管
理
に
つ
い
て

今
川
敏
宏

�

議
員

質
問　
支
援
の
実
際
や
改
善
点
、
福
祉

職
と
連
携
し
た
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　
福
祉
や
教
育
機
関
等

が
連
携
し
、早
期
発
見
や
適
切
な
支
援
、

認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
件
に
特
化
し
た
相
談
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

メ
ー
ル
相
談
窓
口
は
妊
娠
・
子
育
て
相

談
と
兼
用
で
わ
か
り
に
く
い
た
め
改
善

し
ま
す
。

　

関
係
機
関
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、

情
報
共
有
は
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
専
門
職
の

常
時
参
加
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

質
問　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
際
や

民※３間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
や
授

業
料
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

不
登
校
児
童
生
徒
に
は
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
学
校
復
帰
や
自

立
を
支
援
し
、
学
習
支
援
や
心
理
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善

や
進
路
実
現
の
成
功
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
強

化
で
多
様
な
教
育
選
択
肢
を
提
供
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
市
独
自
の
授

業
料
補
助
制
度
は
慎
重
に
調
査
を
進
め

る
方
針
で
す
。

質
問　
空
家
特
措
法
の
改
正
に
伴
う
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
管
理
不
全
空
き
家
の

認
定
基
準
を
策
定
中
で
す
。
相
続
登
記

義
務
化
に
伴
う
空
き
家
問
題
に
は
家
族

で
の
早
期
対
策
が
重
要
で
す
。
市
は
弁

護
士
会
等
と
協
定
を
結
び
、
法
律
家
の

紹
介
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
所

有
者
へ
の
意
向
調
査
も
進
め
、
早
期
介

入
が
鍵
で
す
。
他
市
の
事
例
を
参
考
に

し
つ
つ
、
効
果
的
な
手
法
を
研
究
し
ま

す
。
ま
た
、
空※５
家
等
管
理
活
用
支
援
法

人
に
つ
い
て
は
方
針
を
検
討
後
、
申
請

受
付
を
し
ま
す
。

ヤ※
２

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ

い
て

管※
４

理
不
全
空
き
家
の
対
応
に

つ
い
て

不
登
校
問
題
に
つ
い
て

藤
橋　
隼

�

議
員

電動草刈り機

※ 2～※ 5…12ページの用語解説をご参照ください。
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質
問　
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
は
不
法
投
棄
を
な
く
す

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
不
法
投
棄
の
現

況
、
規
制
す
る
条
例
等
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
ま
た
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
減

少
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ポ

イ
捨
て
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　

不
法
投
棄
の
推
移

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長　
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
の
制
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
署
に
お
い
て

引
き
続
き
検
証
を
行
い
ま
す
が
、
私
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
市
民
に
よ
る
ご
み
拾
い
の
活
動
が
、

ポ
イ
捨
て
の
抑
止
力
と
な
り
、
ま
た
他

の
市
民
の
方
々
に
ご
み
拾
い
の
活
動
の

輪
が
広
が
る
効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
市
民

活
動
を
さ
ら
に
支
援
し
、
根
気
よ
く
広

げ
て
い
く
こ
と
で
今
後
も
ク
リ
ー
ン
な

ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問　

高
萩
観
光
案
内
所
メ
モ
リ
ア

は
、
令
和
６
年
４
月　

日
に
駅
前
か

ら
リ
ー
ベ
ロ
た
か
は
ぎ
に
移
転
し
ま
し

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
観
光
案
内
・
発

信
を
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
と
と
も
に
、
特
に
Ｓ※１
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

観
光
情
報
発
信
は
、
多
く
の
国
内
外
の

観
光
客
に
対
し
本
市
の
魅
力
を
伝
え
る
、

効
果
的
で
効

率
的
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
後
も
、
積

極
的
に
こ
れ

ら
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て

ま
い
り
た
い

と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〇
小
中
学
校
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
等
の

推
進
に
つ
い
て

観
光
案
内
・
発
信
事
業
等
の
推

進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

坪
和
久
男

�

議
員

花貫渓谷 汐見滝吊り橋

質
問　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所

に
つ
い
て
進
捗
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

各
避
難
所
に
お
い

て
、
体
育
館
の
軒
下
や
通
路
な
ど
ペ
ッ

ト
が
雨
風
を
し
の
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ペ
ッ
ト
同
行
避

難
の
際
に
車
中
泊
の
場
所
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

高
萩
駐
車
場
、高
萩
市
民
球
場
駐
車
場
、

旧
高
萩
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
指
定

避
難
所
の
開
設
と
同
時
に
開
場
し
て
い

ま
す
。

質
問　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
飼

い
主
の
認
識
が
弱
い
、
ま
た
知
識
が
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
実
際
に
ペ
ッ
ト

を
連
れ
て
の
訓
練
の
実
施
と
広
報
紙
等

で
の
特
集
で
さ
ら
な
る
啓
発
を
す
べ
き

と
思
う
が
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
市
報
に
よ
る
周
知

等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
普
及
啓

発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
今
後

は
防
災
訓
練
に
お
い
て
も
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問　
犬
の
し
つ
け
教
室
、
猫
の
飼
い

方
に
つ
い
て
の
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　
し
つ
け
は
ペ
ッ
ト
の

安
全
確
保
の
み
な
ら
ず
、
災
害
時
の

ペ
ッ
ト
の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
さ
せ
、
飼

い
主
や
周
囲
の
方
へ
の
安
全
安
心
の
確

保
に
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
民
間
団
体

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
で
き
る
か
な
ど

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
ペ
ッ
ト
防
災
講
座
の
実
施
に
つ

い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
災
害
か
ら
人
と
ペ
ッ

ト
の
命
を
守
る
た
め
の
備
え
な
ど
を
飼

い
主
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

時
や
民
間
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用

で
き
る
か
な
ど
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
い
て

菊
地
正
芳

�

議
員

不法投棄推移

年度 件数 回収量
（トン）

令和２年度 24 5.6

令和３年度 32 2.4

令和４年度 11 2.5

令和５年度 12 ３

令和６年度
（４～８月） 13 1.4

10
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質
問　
高
戸
前
浜
海
岸
は
今
年
、
新
た

な
事
業
に
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
今
後
も
事
業
の
継
続
に
よ
り
来
場

者
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
が
、
周
辺

道
路
が
狭
く
危
険
な
の
で
、
整
備
が
必

要
だ
と
思
う
。
地
権
者
と
の
問
題
も
あ

る
が
、
関
根
川
を
渡
っ
て
、
旧
ビ
ー
チ

ガ
ー
デ
ン
の
太
陽
光
発
電
所
の
横
の
道

を
一
方
通
行
に
し
て
駐
車
場
の
奥
か
ら

更
に
道
路
を
整
備
し
、
北
側
の
市
道
に

抜
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
ど
う
か
。

市
長　
地
権
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
今
後
、

判
断
す
る
。
財
源
確
保
も
必
要
だ
が
、

前
浜
海
岸
と
い
う
重
要
な
観
光
資
源
を

よ
り
一
層
利
活
用
す
る
こ
と
に
大
き
く

寄
与
す
る
の
で
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

質
問　
新
設
道
路
が
無
理
な
ら
、
道
路

を
拡
幅
す
る
か
、
河
川
側
に
張
出
し
歩

道
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　
張
出
し
歩
道
は
難
し
い
と
思
う

が
、
道
路
拡
幅
は
、
地
権
者
と
の
協
議

を
行
い
、
新
設
道
路
案
と
並
行
し
て
検

討
し
た
い
。

質
問　
昨
年
９
月
の
台
風
で
大
き
な
被

害
の
あ
っ
た
大
和
町
周
辺
に
つ
い
て
、

原
因
と
考
え
ら
れ
る
谷
地
川
下
水
路
点

検
の
調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
水
路
内
に
若
干
の
土

砂
の
堆
積
は
見
ら
れ
た
が
、
排
水
を
阻

害
す
る
よ
う
な
も
の
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
道
路
の
路
面
排
水
が
流
入
す

る
箇
所
が
少
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

質
問　
周
辺
住
民
は
雨
が
降
る
た
び
に

不
安
に
な
る
。
原
因
を
考
え
て
何
と
か

対
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

市
長　
谷
地
川
に
つ
い
て
は
昔
、
蓋
が

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
蓋
を
し
た
と
い
う�

経
緯
が
あ
る
。

管
の
構
造
を

確
認
し
て
適

正
な
環
境
を

保
つ
に
は
ど

う
す
れ
ば
い

い
か
、
重
点

的
に
進
め
て

い
き
た
い
。

海
岸
の
利
活
用
に
つ
い
て

吉
川
道
隆

�

議
員

豪
雨
対
策
に
つ
い
て

高戸前浜海岸付近　航空写真

令和５年９月８日
浸水被害のあった大和町

委
員
会
視
察
報
告

【
視
察
地
】
徳
島
県
阿
南
市

【
調
査
事
項
】
教
育
行
政
に
つ
い
て

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に
対

す
る
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
等
の
情
報

モ
ラ
ル
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
教
材
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
あ
な
ん
」を
導
入
。

無
償
提
供
で
あ
り
、
授
業
時
間
に
応
じ

た
柔
軟
な
テ
ー
マ
選
択
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
教
材
選
択
等
が
で
き
、
教
員
用

の
活
用
手
引
き
に
よ
り
、
教
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
視
察
地
】
岐
阜
県
多
治
見
市

【
調
査
事
項
】
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
行

政
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
商
店
街
の

再
生
と
駅
周
辺
の
広
場
整
備
等
に
つ
い

て
視
察
。
古
く
か
ら
の
商
店
街
が
衰
退

〇
７
月
10
日
～
12
日

【
視
察
地
】
愛
知
県
日
進
市

【
調
査
事
項
】
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

ス
マ
ー
ト
窓
口
、
オ
ン
ラ
イ
ン
粗
大
ご

み
収
集
、
選
挙
投
票
受
付
シ
ス
テ
ム
等

の
導
入
を
始
め
と
し
た
市
民
カ
ー
ド
化

構
想
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

を
見
据
え
た
ド
ロ
ー
ン
物
流
実
証
実
験

を
実
施
し
、
防
災
Ｄ
Ｘ
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
Ｄ
Ｘ
は
現
代
社
会
の
潮
流
で

あ
り
、
行
政
の
効
率
化
の
上
で
は
不
可

避
の
取
組
。
高
萩
市
で
も
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
、
着
実
に
推
進
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

◇
総
務
委
産
業
委
員
会
◇

多治見市役所

〇
７
月
２
日
～
４
日

【
視
察
地
】
徳
島
県
鳴
門
市

【
調
査
事
項
】
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

「
な
る
と
ま
る
ご
と
子
育
て
応
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、結
婚・妊
娠・出
産・

子
育
て
等
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
子

供
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
か
ら
わ
か
り
や

す
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
包
括
的
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
子
供

◇
文
教
厚
生
委
員
会
◇

鳴門市役所

た
ち
の
学
力
向
上

の
取
組
を
推
進
す

る
「
な
る
と
う

ず
っ
こ
学
力
向
上

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を

併
せ
て
実
施
し
、

県
内
随
一
の
子
育

て
応
援
都
市
を
目

指
し
て
い
る
。

を
た
ど
る
中
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
を
始
動

さ
せ
、
新
世
代
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
呼
び
込
み
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り

を
生
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
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前号に引き続き、当日いただいたご意見と市長からの回答を紹介します。

議
会
日
誌

10
月

７
～
９
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

９
～
10
日

　
　
　
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

16
日　
議
会
広
報
委
員
会

21
日　
茨
城
県
北
市
議
会
議
長
会

定
例
会

22
日　
美
浦
村
議
会
来
市

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

8
月

６
日　
東
京
都
瑞
穂
町
議
会
来
市

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

29
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
委
員
会

9
月

６
～
25
日

　
　
　
第
３
回
定
例
会

25
日　
議
会
広
報
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
高

萩
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
」
が
音

訳
し
た
『
議
会
だ
よ
り
』
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

声
の
広
報

（
議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
音
声
版
）

議会報告会を開催しました

これまで、地元商店会や各関係機関等の出席の下、中心市街地活性化に関する勉強会を開催し、
意見等を集約してまいりました。勉強会での意見等は、現在策定を進めている高萩駅周辺地区再
整備基本構想に反映させてまいります。また、商工会と連携し、イベントの開催及び高萩やすん
でっ亭の設置等、商店会活性化事業を実施しております。そのほか、夜間における通行の安全を
図るため、街路灯の修繕費及び電灯料を補助する市街地街路灯整備事業を実施しております。

高萩駅前商店が減少している。議会として、行政としての取組は。

現在進めている高萩駅周辺地区再整備基本構想を策定する中で、要望を踏まえ検討してまいります。

高萩駅の跨線橋に屋根をつけてほしい。過去にも要望しているので、改修するときには、市民の
声を聞いてほしい。

故障したポンプは、修繕するための必要部品の調達等を進めています。なお、２台のうちの１台
は予備ポンプとして設置しているもので、水の供給安定に影響を及ぼすものではありません。

関口浄水場の機械の維持管理について、２台ある機械のうち、１台が故障しているので補修して
ほしい。また、調査してフィードバックしてほしい。

集会所等のエアコンにつきましては、地域住民が必要に応じて設置したものです。今後、高萩市
公共施設等管理計画に基づき、市内の集会施設等のあり方を検討するため、地域において新たに
エアコンの設置予定がある施設につきましては、事前に所管課と協議をお願いいたします。

集会所でエアコンの付いていない所があり、熱中症の心配がある。

遠隔医療については、多賀医師会と協議しながら検討してまいり
ます。遠隔介護については、国の動向を注視してまいります。

遠隔医療、遠隔介護について、高萩市も使えるようにしてほしい。

撮影機能、音声機能及び物投機能を持つドローン１台の購入を予
定しています。※ R6.7 購入済み

消防用ドローンの購入台数は。

コンビニで住民票を取れるようにしてほしい。
コンビニ交付の導入につきましては、１通当たり 2,600 円と多
額の費用が必要となることや、近隣自治体における利用率がまだ
低いなど、効果が限定的であることなどから、導入に至っていま
せんでした。今後は、本市のマイナンバーカードの普及率が伸び
ているため導入を検討してまいります。

2024 年 11月５日　（11） （第 181号）



民 の 声市

結婚を機に高萩市民となり 14年経ち、私は
今、子育て真っ只中にいます。
高萩市は山と海、豊かな自然に囲まれ、四季
を感じることができる素晴らしい場所です。こ
の地の温かな人々のおかげで穏やかに暮らし、
親子共々成長させてもらっています。
この現状は本当に有り難く、感謝する一方で、
著しい社会と環境の変化を感じずにはいられま
せん。コロナ禍を経て、当たり前が当たり前で
はないことを実感し、これからのために、子供
たちのために出来ることを「今」していかなけ
ればと切に感じています。
少子高齢化、甚大な被害を受けた災害、観光
事業、環境整備、福祉、まちづくり… 高萩市
ではどのようなことが行われ、どのように決め
られているのか、一市民はなかなか知ることが
できません。もっと多くの情報を広く伝えてい

下手綱在住　Ｋ・Ｔさん

安良川在住　（女性）

ただきたいです。
市民の声を拾い上げ、行政にも市議会にも、

「今、行うべきこと」をスピード感を持って行っ
ていただきたいです。そして、５年後、10年後、
20年後…その先も高萩市をなくさず、より住
み良い高萩市へとつくり上げ、次の世代へ繋い
でいってほしいと願っています。

令和６年第４回定例会（12月）予定
6 日（金）　本会議　議案上程
9 日（月）　本会議　一般質問
10日（火）　本会議　一般質問
12日（木）　本会議　議案質疑
13日（金）　文教厚生委員会
16日（月）　総務産業委員会
17日（火）　議会改革特別委員会
19日（木）　本会議　採決

※開会中においても日程等が変更になるこ
とがあります。

インターネット・
ＦＭでの放送予定

インターネット ＦＭ

本会議 市ホームページ
（携帯・タブレット可） ○

総務産業委員会
文教厚生委員会 ユーチューブ ○

議会改革特別委員会 ユーチューブ ×

市のホームページは「高萩市議会」からお入りください。
委員会のインターネット放送は、無料で利用できる動画

配信サイトのユーチューブを利用しています。使用環境に
よっては、視聴できない場合があります。
○ＦＭ放送は、全てたかはぎＦＭです。

※過去の録画映像もご覧いただけます。

用
　
語
　
解
　
説

一
般
質
問
に
お
い
て
使
わ
れ
た

用
語
（
※
印
）
に
つ
い
て
、
解
説

し
ま
す

※
１　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
々
が

つ
な
が
り
、
情
報
や
写
真
、
動
画

な
ど
を
共
有
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ⅹ
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
が
代
表
的
。

※
２　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
家
族
の
介
護
や
日
常
生
活
の
世

話
を
過
度
に
担
っ
て
い
る
子
供
や

若
者
を
指
す
。
日
本
で
は
、
彼
ら

が
学
業
や
社
会
的
活
動
に
参
加
す

る
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。

※
３　
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　
公
的
な
学
校
で
は
な
く
、
子
供

た
ち
に
対
し
て
独
自
の
教
育
方
針

や
環
境
で
支
援
を
行
う
民
間
の
教

育
施
設
。
個
別
対
応
が
可
能
で
、

不
登
校
の
子
供
た
ち
な
ど
が
利
用

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

※
４　
管
理
不
全
空
き
家

　
建
物
が
老
朽
化
し
、
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
を
指

す
。
火
災
や
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

り
、
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

※
５　
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人

　

改
正
空
家
特
措
法
に
基
づ
い
て

新
設
さ
れ
た
法
人
で
、
空
き
家
の

管
理
や
活
用
に
取
り
組
む
市
町
村

を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
。
空
き

家
所
有
者
の
調
査
や
、
空
き
家
の

再
活
用
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。
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